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３
月
25
日
、
川
口

市
峯
の(

有)
宝
亀
園

会
長
の
小
野
寺
孝
行

さ
ん
が
、
飯
塚
孝
行

市
議
と
市
長
室
に
赴

い
た
。

　
宝
亀
園
（
社
長
＝

小
野
寺
勉
さ
ん
）
は

毎
年
、
教
育
委
員
会

に
10
万
円
を
、
コ
ロ

ナ
禍
以
来
感
染
症
対

策
に
対
し
10
万
円
を
、

寄
付
し
て
い
る
。

　
奥
ノ
木
信
夫
市
長

か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
へ
の
寄
付
と
、
教

育
施
設
整
備
基
金
へ

の
寄
付
に
対
し
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
「
平
素
か
ら
教
育
に

深
い
ご
理
解
を
寄
せ

ら
れ
、
ま
た
コ
ロ
ナ

対
策
に
も
心
配
り
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
市

長
。

　
「
コ
ロ
ナ
が
収
束
せ

ず
大
変
な
時
、
少
し

で
も
役
に
立
て
た
ら
、

ま
た
子
ど
も
達
の
た

め
に
役
立
て
て
下
さ

い
」と
、小
野
寺
さ
ん
。

　
飯
塚
市
議
は
「
本

年
度
も
ご
寄
付
を
頂

戴
し
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
。
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３
月
10
日
、
一
般

社
団
法
人
防
災
安
全

協
会
理
事
長
の
斎
藤

実
さ
ん
と
事
務
局
長

の
北
村
博
さ
ん
が
、

川
口
市
赤
井
の
サ
ン

テ
ピ
ア
に
、
衛
生
用

品
（
60
㎝
×
30
㎝
30

枚
入
16
コ
入
ウ
エ
ッ

ト
タ
オ
ル
ワ
イ
ド
）

30
箱
を
寄
付
さ
れ
た
。

清
水
竹
敏
川
口
市

社
会
福
祉
事
業
団
理

事
長
の
感
謝
状
を
、

サ
ン
テ
ピ
ア
の
常
務

理
事
池
田
誠
さ
ん
よ

り
贈
ら
れ
た
。

斎
藤
理
事
長
は
関

根
和
雄
赤
井
町
会
長

の
友
人
で
、
他
に
も

防
災
用
備
蓄
セ
ッ
ト

（
パ
ン
・
水
・
ア
ル

フ
ァ
ー
米・ク
ッ
キ
ー

等
）
や
常
備
用
カ
イ

ロ
を
、
赤
井
町
会
員

全
世
帯
分
と
、
同
町

会
の
児
童
が
通
う
新

郷
南
小
と
新
郷
小
に

も
寄
付
さ
れ
、
赤
井

町
会
か
ら
も
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

斎
藤
さ
ん
は
「
賞

状
を
差
し
上
げ
る
立

場
な
の
に
、
感
謝
状

を
頂
け
た
こ
と
は
初

め
て
で
す
。
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
微
笑
む
。

池
田
さ
ん
は
「
高

齢
者
の
方
々
の
お
世

話
に
役
立
つ
品
で
す
。

有
難
く
感
謝
に
堪
え

ま
せ
ん
」
と
。

同
席
し
た
飯
塚
孝

　
３
月
12
日
、
第
64

回
川
口
市
明
る
い
街

づ
く
り
運
動
推
進
大

会
が
「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
守
り
育

て
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

リ
リ
ア
音
楽
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
式
典
で
は
新
郷
地

区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
会
長
の
寺

本
正
和
さ
ん
に
よ
る

大
会
宣
言
、
タ
レ
ン

ト
の
ス
マ
イ
リ
ー
キ

ク
チ
氏
の
記
念
講
演

等
が
行
わ
れ
た
。

　
新
郷
地
区
の
受
賞

者
は
次
の
通
り
。

◇
青
少
年
育
成
功
労

者
賞
▽
宮
下
秀
樹
さ

ん
▽
井
上
三
枝
子
さ

ん
。

◇
青
少
年
育
成
優
良

団
体
賞
▽
東
本
郷
台

町
会
子
供
会
代
表
＝

諏
訪
美
紀
さ
ん
▽
川

口
レ
ッ
ド
ホ
ー
ク
ス

＝
佐
藤
隆
さ
ん
。

◇
作
文
優
秀
賞
＝
武

田
結
真
さ
ん
（
新
郷

小
５
年
）
▽
入
選
＝

本
田
蒼
依
さ
ん
（
東

中
３
年
）。

行
市
議
は
「
東
京
世

田
谷
よ
り
お
越
し
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
」
と
。

写
真
は
、
町
会
会

館
ホ
ー
ル
で
、
左
か

ら
千
葉
さ
ん
、
北
村

さ
ん
、
斎
藤
さ
ん
、

関
根
さ
ん
、
石
島
さ

ん
、
飯
塚
市
議
。

　
本
紙
は
地
域
新
聞
と

し
て
、
地
域
の
方
が
分

か
る
よ
う
に
、
顔
写
真

は
出
来
る
だ
け
顔
が
見

え
る
よ
う
に
、
撮
影
の

時
だ
け
マ
ス
ク
を
外
し

て
頂
い
て
撮
影
し
て
い

ま
す
。          

編
集
部



　
武
南
警
察
署
は
、

こ
の
度
の
異
動
に
伴

い
、
江
田
浩
之
さ
ん

の
後
任
に
、
第
31
代

の
門
井
幸
夫
署
長

（
58
）が
就
任
さ
れ
た
。　

　
「
県
民
の
視
点
に

立
っ
て
、
安
全
・
安

心
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、

抱
負
を
語
ら
れ
る
。　

　
モ
ッ
ト
ー
は
「
明

る
く　
元
気
に　
前

向
き
に
」。「
人
の
た

め
に
な
る
仕
事
に
就

き
た
い
。
警
察
学
校

に
進
み
た
い
」
と
18

歳
で
こ
の
道
に
入
り
、

昭
和
57
年
県
警
に
採

用
、
川
口
警
察
署
を

振
り
出
し
に
、
県
機

動
隊
、
所
沢
、
大
宮
、

機
動
捜
査
隊
、
警
察

本
部
、
管
区
警
察
学

校
出
向
、
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
課
、
警
察

庁
に
出
向
、
機
動
捜

査
隊
、
本
部
刑
事
部
、

幸
手
警
察
署
、
３
度

目
の
機
動
捜
査
隊
で

＝
日
暮
里
・
舎
人

ラ
イ
ナ
ー
延
伸
に
関
し

て
、
大
野
元
裕
県
知
事

の
公
約
「
日
暮
里
・
舎

人
ラ
イ
ナ
ー
延
伸
」
に

つ
い
て
の
報
告
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
２
０
３
０
年
に

予
定
さ
れ
る
「
交
通
政

策
審
議
会
の
次
期
答
申
」

に
向
け
、「
延
伸
ル
ー

ト
の
絞
り
込
み
」「
混

雑
解
消
対
策
」
を
整
理

す
る
と
あ
り
ま
す
。
報

告
書
で
は
、
川
口
市
は

２
０
３
５
年
ま
で
人
口

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
。
ま
た
、
県
議
会
で

の
永
瀬
秀
樹
県
議
会
議

員
の
質
問
に
対
し
、「
第

２
産
業
道
路
を
利
用
し

た
延
伸
は
、
道
路
空
間

の
利
用
に
よ
り
路
線
の

整
備
を
す
る
た
め
に
支

障
と
な
る
物
件
等
が
少

な
く
、
コ
ス
ト
の
縮
減

が
見
込
ま
れ
る
。」
と
県

は
答
弁
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
と
し
て

賛
同
の
意
思
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
お
伺
い

し
ま
し
た
。

＝
延
伸
さ
れ
た
場
合
、

新
郷
地
区
等
の
交
通
利

便
性
は
向
上
し
、
街
の

発
展
に
つ
な
が
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
に

注
視
し
、
進
展
が
あ
れ

ば
協
力
す
る
。

＝
昨
年
６
月
10
日

に
10
町
会
長
の
署
名
と

約
４
０
０
０
筆
の
署
名

を
集
め
て
、
大
野
知
事

に
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
延
伸
実
現
に
向

け
て
先
頭
に
立
っ
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＝
「
み
ん
な
な
か

ま
バ
ス
」
の
「
め
ぐ
り

の
森
・
イ
イ
ナ
ー
パ
ー

ク
」
接
続
に
つ
い
て

＝
２
０
２
３
年
度
に

バ
ス
発
着
所
の
整
備
が

お
こ
な
わ
れ
る
。

＝
本
市
の
各
地
域

力
を
注
ぎ
、
こ
の
度

武
南
警
察
署
長
に
。　
　
　
　

　
宮
代
町
生
ま
れ
。

趣
味
は
実
家
で
の
ミ

い
き
ま
す
。

＝
災
害
用
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置

の
見
通
し
に
つ
い
て
、

新
郷
地
区
に
あ
る
小
・

中
学
校
６
校
の
う
ち
、

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
、
新
郷
小
学
校
、
新

郷
東
小
学
校
、
東
本
郷

小
学
校
へ
の
設
置
予
定

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

＝
新
郷
小
学
校
は
令

和
４
年
度
に
設
置
、
新

郷
東
小
学
校
、
令
和
４

年
度
実
施
設
計
。
東
本

郷
小
学
校
は
令
和
７
年

以
降
と
の
こ
と
。

＝
東
本
郷
小
学
校

は
な
る
べ
く
早
く
設
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

１
日
も
早
く
設
置
で
き

る
よ
う
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

　
（
１
部
省
略
・
編
集
部
）

か
ら
接
続
で
き
る
よ
う

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

＝
新
郷
東
部
第

２
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
、
国
有
地

７
６
０
０
㎡
、
生
産
緑

地
１
８
９
０
０
㎡
を
事

業
用
地
と
し
て
購
入
す

る
市
の
考
え
を
お
伺
い

い
た
し
ま
し
た
。

＝
国
有
地
は
、
事
業

進
捗
に
応
じ
、
有
効
な

も
の
は
購
入
を
検
討
す

る
。
生
産
緑
地
は
、
買

取
希
望
が
あ
れ
ば
、
有

効
な
も
の
は
購
入
を
検

討
す
る
。＝１

年
に
約
１
％

し
か
進
ま
な
い
こ
の
事

業
は
、
後
80
年
ほ
ど
か

か
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

進
め
る
た
め
に
は
多
く

の
土
地
が
必
要
で
す
。

国
有
地
、
生
産
緑
地
の

買
取
り
を
積
極
的
に
促

進
す
る
よ
う
要
望
し
て

　
県
道
吉
場
安
行
東

京
線
の
東
京
方
面
に

向
か
う
新
堀
交
差
点

は
、
朝
夕
右
折
に
数

１
０
０
ｍ
も
の
渋
滞

が
起
き
て
い
た
。

　

萩
原
一
寿
県
議

と
幡
野
茂
市
議
は
、

県
・
市
に
一
刻
も

早
い
改
善
を
訴
え
、

２
０
２
１
年
２
月
工

事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
の
程
、
道
路
を

拡
幅
し
た
交
差
点
に

右
折
レ
ー
ン
を
設
置
、

右
折
矢
印
信
号
が
付

け
ら
れ
た
。

３
月
26
日
、
両
議

員
は
、
さ
い
た
ま
県

土
整
備
事
務
所
の
小

山
淳
副
所
長
、
川
口

市
東
部
土
地
区
画
整

理
事
務
所
の
高
橋
和

孝
所
長
か
ら
、
今
後

の
作
業
の
工
程
の
説

明
等
を
受
け
た
。

カ
ン
な
ど
果
樹
栽
培
。　

家
族
は
、
奥
様
と
３

人
の
お
子
さ
ん
、

署
長
は
官
舎
住
ま
い
。

　
新
郷
小
学
校
は
、

三
浦
大
助
校
長
に
替

わ
り
、
初
の
女
性
校

長
、
萩
原
美
樹
さ
ん

（
54
）
が
前
任
校
の
南

鳩
ケ
谷
小
校
長
か
ら

同
校
へ
。

東
京
都
江
東
区
出

身
。「
小
学
４
年
の
先

生
の
影
響
で
学
校
が

楽
し
い
と
い
う
こ
と
、

５・６
年
の
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
か
ら
学
ぶ
事

の
大
切
さ
を
知
り
、

未
来
あ
る
子
ど
も
達

の
成
長
過
程
を
見
る

こ
と
の
出
来
る
こ
の

道
を
歩
ん
で
い
ま
す
」

と
。初

任
校
は
大
宮

市
、
八
潮
市
か
ら
川

口
市
２
校
、
川
口
市

教
育
委
員
会
、
県
教

育
委
員
会
、
朝
日
西

小
（
教
頭
）
南
鳩
小

（
校
長
）
そ
し
て
こ
の

度
新
郷
小
へ
着
任
。

「
伝
統
あ
る
新
郷

小
学
校
に
着
任
で
き
、

大
変
光
栄
に
思
い
ま

す
。『
子
供
た
ち
の
た

め
に
』
誠
心
誠
意
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。
緑
が
い
っ
ぱ

い
、
桜
が
見
事
で
自

然
豊
か
な
学
校
で
す

ね
。
本
年
よ
り
特
別

支
援
学
級
『
か
が
や

き
』
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
」
と
熱
く
語
る
。

座
右
の
銘
は
「
教

育
は
人
な
り
」。
テ
レ

ビ
は
ニ
ュ
ー
ス
・
ド

ラ
マ
。趣
味
は
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
・
読
書
。
家

族
は
、
ご
主
人
と
蕨

市
で
教
鞭
を
と
る
娘

さ
ん
。
江
東
区
在
住
。 　

新
郷
南
小
学
校
は
、

黒
澤
誠
校
長
に
替
わ

り
、
岩
井
正
明
さ
ん

（
49
）が
就
任
さ
れ
た
。

校
長
室
に
は
20
鉢

ほ
ど
の
胡
蝶
蘭
な
ど

が
校
長
就
任
を
祝
っ

て
い
た
。

「
教
職
員
一
丸
と

な
り
、
子
供
た
ち
の

た
め
に
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
は
や
る
気
に

満
ち
溢
れ
た
方
々
ば

り
で
校
長
と
し
て
恵

ま
れ
ま
し
た
」
と
抱

負
を
語
ら
れ
る
。

高
校
の
部
活
動
の

恩
師
の
影
響
で
埼
大

教
育
学
部
か
ら
教
師

の
道
へ
。

ス
タ
ー
ト
は
戸
田

市
の
小
学
校
、
川
口

市
内
校
、リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
日
本
人
学
校

３
年
、
市
内
校
４
校

目
で
教
頭
、
川
口
市

教
育
委
員
会
か
ら
同

校
へ
校
長
で
着
任
。

新
郷
の
印
象
は

「
校
舎
も
校
庭
も
、

広
々
と
し
て
昔
な
が

ら
の
良
さ
を
感
じ
る

地
域
の
学
校
」
と
。

座
右
の
銘
は
「
努

力
に
優
る
天
才
な
し
」　

テ
レ
ビ
は
、
お
笑

い（
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
）・

ニ
ュ
ー
ス
。
趣
味
は

テ
ニ
ス
。
家
族
は
、

夫
人
と
子
供
２
人
、

母
君
の
５
人
。

中
青
木
在
住
。



　
今
の
時
代
は
な
か

な
か
死
な
せ
て
く
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
間
友
人
が
、

「
俺
の
親
父
は
65
歳
で

亡
く
な
っ
た
ん
だ
か

ら
、
俺
も
い
つ
死
ん

で
も
い
い
ん
だ
、
も

う
こ
こ
ま
で
生
き
れ

ば
満
足
だ
よ
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
は
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
差
が
ま
す
ま
す
開

い
て
、
誰
か
の
世
話

に
な
ら
な
け
れ
ば
生

き
て
い
ら
れ
な
い
状

態
が
長
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
年
金
制
度
も
こ
ん

な
に
長
生
き
す
る
人

が
多
い
と
は
予
測
し

て
い
な
い
の
で
、
財

政
逼
迫
で
、
支
給
額

は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
人

が
丈
夫
で
元
気
で
、

子
供
や
孫
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
生

き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。

　
昔
と
今
は
何
が
違

う
の
か
。　
　

　
昔
の
麦
飯
と
た
く

あ
ん
と
味
噌
汁
の
食

生
活
か
ら
、
肉
や
魚

な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質

の
多
い
食
生
活
に
変

わ
っ
た
こ
と
、
医
療

の
進
歩
も
長
生
き
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
丈
夫
で
動
け
る
体

と
、
ボ
ケ
な
い
頭
を

作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
生
き
て
い
る
の
が

つ
ら
い
余
生
が
来
る

前
に
、
何
ら
か
の
対

策
を
立
て
て
、
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
と
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　
次
回
か
ら
、
対
策

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

　
岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

  

院
長　
岩
下　
一
三

農
林
水
産
省
で

は
、
優
れ
た
取
組
を

表
彰
す
る
「
地
産
地

消
等
優
良
活
動
表
彰
」

を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
【
教

育
関
係
部
門
】
で
、

新
郷
東
小
学
校
（
校

長=

石
川
庸
子
さ
ん
）

が
１
都
９
県
の
中
か

ら
関
東
農
政
局
長
賞 

を
受
賞
し
た
。 

「
チ
ー
ム
新
郷
東

小
で
す
す
め
る
、
地

域
で
は
ぐ
く
み
・
地

域
で
消
費
す
る
食
育

の
推
進
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、 

学

校
、
家
庭
、
地
域
、

行
政
、
企
業
が
一
体

で
緑
化
活
動
を
推
進
。  

農
業
経
験
豊
か

な
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
専
門
業
者

と
連
携
。学
校
フ
ァ
ー

ム
で
育
て
た
食
材
を

給
食
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル

メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、

食
育
活
動
と
関
連
付

け
て
い
る
こ
と
か
ら

優
秀
と
認
め
ら
れ
た
。

３
月
18
日
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
関
東
農

政
局
よ
り
、
坂
本
里

美
さ
ん
と
長
山
亜
紀

子
さ
ん
が
来
校
さ
れ
、

６
年
生
が
列
席
し
表

彰
式
が
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。

児
童
代
表
の
給
食

委
員
長
の
平
石
香
奈

さ
ん
が
賞
状
を
頂
き
、

環
境
委
員
長
の
斎
藤

綱
誠
君
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
た
。

写
真
左
か
ら
、
長

山
さ
ん
、
平
石
さ
ん
、

斎
藤
君
、
坂
本
さ
ん
、

石
川
校
長
。

　
３
月
15
日
、
地
元

で
活
躍
し
て
い
る
創

作
料
理
店
「
キ
ッ
チ

ン
岩
嵜
」
の
岩
嵜
賢

一
シ
ェ
フ
に
よ
る

シ
ェ
フ
考
案
の
シ
ェ

フ
給
食
を
提
供
し
た
。　

　
新
郷
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
配
送

小
学
校
は
６
校
だ
が
、

地
元
の
シ
ェ
フ
に
よ

る
実
施
は
市
内
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

初
め
て
の
試
み
。

　

献
立
は
米
粉
の

コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム

ス
ー
プ
・
鯖
の
ザ
ン

ガ
ラ
ソ
ー
ス
・
ド
ラ

イ
オ
ニ
オ
ン
と
ポ
テ

ト
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ソ

テ
ー
・
ご
は
ん
・
牛

乳
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
シ
ェ
フ
は

新
郷
東
小
の
５
年
生

に
食
育
授
業
を
行
い
、

ク
イ
ズ
や
質
問
に
続

き
「
岩
嵜
シ
ェ
フ
に

学
ぶ
〜
人
を
ハ
ッ

ピ
ー
に
す
る
創
作
料

理
〜
」
を
講
演
し
た
。

給
食
時
間
に
は
全

校
に
「
シ
ェ
フ
給
食

記
念
テ
レ
ビ
」
が
放

映
さ
れ
、
シ
ェ
フ
の

紹
介
・
当
日
の
献
立
・

シ
ェ
フ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
た
。

岩
嵜
さ
ん
は
、「
多

く
の
人
々
に
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
語
っ
た
。

市
教
育
委
員
会
学

校
保
健
課
長
の
狩
野

友
重
さ
ん
が
来
校
さ

れ
た
。

　
川
口
市
消
防
団
第

６
支
団
長
は
飯
塚
秀

行
さ
ん
の
後
任
に
、

桜
木
秀
治
さ
ん
（
66
）

が
就
任
さ
れ
た
。

「
地
域
の
皆
様
の

財
産
、
生
命
と
安
心
・

安
全
を
守
る
消
防
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
抱
負
を
語
る
。

座
右
の
銘
は
「
一

生
懸
命
」。

桜
木
さ
ん
は
地
元

前
野
宿
の
分
団
員
の

先
輩
に
紹
介
を
受
け
、

38
歳
で
入
団
し
28
年。　
　

「
火
災
時
の
消
火

活
動
は
大
変
で
す

が
頑
張
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
」
と
。

　

家
業
は
造
園
業

(

有)

桜
木
園
と
「
ク

ロ
ー
バ
ー
ラ
イ
フ
」

花
屋
さ
ん
も
。　
　
　
　

　
「
家
族
は
消
防
団
の

活
動
を
理
解
し
て
応

援
し
て
く
れ
て
ま
す

が
、
危
な
い
現
場
は

帰
っ
て
く
る
ま
で
心

配
を
か
け
ま
す
ね
。」

　
「
タ
バ
コ
は
や
り
ま

せ
ん
、
酒
少
々
、
カ

ラ
オ
ケ
は
コ
ロ
ナ
で

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。」　　

　
趣
味
は
旅
行
、
城

め
ぐ
り
。
テ
レ
ビ
は

大
河
ド
ラ
マ
。

家
族
は
夫
人
と
子

供
３
人
。

前
野
宿
在
住
。

　　
老
朽
化
で
、
建
て

替
え
の
予
定
が
あ
る

消
防
団
車
庫
で
、
新

郷
地
区
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
を
行
っ

た
。　
写
真
上
。



第
67
回
演
奏
会

日
＝
４
月
24
日（
日
）

時
＝
14
：
30
開
演　

所
＝
新
郷
公
民
館

　
　
２
階
視
聴
覚
室

内
容
：
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
弦
楽
四
重
奏

曲
等

　
※
入
場
無
料

問
０
８
０
（
１
０
４
２
）　　

　
９
１
２
３　
桑
原

　
京
都
大
学
iPS
細
胞

研
究
所
の
山
中
伸
弥

所
長
が
、
３
月
31
日

で
退
任
し
ま
し
た
。　

　
体
の
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
に
な
る
iPS
細
胞

の
発
見
で
、
ノ
ー
ベ

ル
医
学
・
生
理
学
賞

を
受
賞
し
た
山
中
所

長
は
、
研
究
所
が
創

立
さ
れ
て
以
来
12
年

間
所
長
を
務
め
て
き

ま
し
た
。

iPS
細
胞
の
実
用
化

に
向
け
た
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
「
マ

ラ
ソ
ン
に
例
え
る
な

ら
ば
中
間
点
の
折
り

返
し
を
過
ぎ
た
と
こ

ろ
だ
が
…
…
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
大
は
４
日
、

iPS
細
胞
（
人
口
多
能

性
幹
細
胞
）か
ら
作
っ

た
角
膜
細
胞
の
シ
ー

ト
を
「
角
膜
上
皮
幹

細
胞
疲
弊
症
」
と
呼

ば
れ
る
重
い
目
の
病 （294）

気
の
患
者
に
移
植
す

る
臨
床
研
究
が
完
了

し
た
と
発
表
し
ま
し

た
。

　
有
効
性
を
評
価
で

き
た
全
員
で
視
力
が

一
定
程
度
回
復
し
た

ほ
か
、
安
全
性
に
も

問
題
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
国
の
承
認
を
目
指

す
治
験
を
23
年
度
に

も
実
施
す
る
考
え
で

い
る
よ
う
で
す
。

保
険
薬
剤
師

  　
中
山　
久
仁
夫

　
本
蓮
町
会
々
館
前

に
築
山
と
い
う
、
人

工
的
に
土
を
盛
っ
て

築
か
れ
た
山
や
、
大

き
な
グ
ラ
ン
ド
の
蓮

沼
公
園
が
あ
る
。

　
そ
の
グ
ラ
ン
ド
を

囲
む
よ
う
に
金
網

フ
ェ
ン
ス
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
劣
化

が
著
し
く
な
り
「
交

換
時
期
で
は
な
い
か
」

と
、
飯
塚
孝
行
市
議

会
議
員
が
、
12
月
議

会
に
一
般
質
問
し
、

「
改
修
を
検
討
」
と
の

答
弁
を
も
ら
っ
た
。

　
早
速
、
３
月
23
日

よ
り
北
側
の
外
柵
解

体
工
事
が
始
ま
っ
た
。　

　
飯
塚
市
議
と
中
山

久
仁
夫
本
蓮
町
会
長

が
、(

株)

相
馬
建
設

工
業
営
業
主
任
の
川

口
泰
央
さ
ん
よ
り
、

工
事
の
工
程
等
を
確

認
し
た
。

　
飯
塚
市
議
は
「
町

会
長
は
じ
め
地
元
の

皆
さ
ん
の
要
望
に

早
々
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
新
郷
の
文
化
を
考

え
る
会
」
照
山
悦
子

会
長
と
数
人
で
箱
根
・

芦
ノ
湖
に
あ
る
、
成

川
美
術
館
に
行
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
成
川
美
術
館
は
ご

存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
実
業

家
・
成
川
實
氏
の
収

集
し
た
、
昭
和
中
期

以
降
の
現
代
日
本
画

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

基
に
、
１
９
８
８
年

に
開
館
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
と
、「
成
川
美
術

館
は
個
人
美
術
館
で

あ
り
、
山
本
丘
人
の

代
表
作
１
５
０
点
余

り
、
平
山
郁
夫
作
の

作
品
を
40
点
余
り
、

他
現
代
日
本
画
を
中

心
と
し
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
４
０
０
０

点
以
上
所
蔵
し
て
い

る
。
芦
ノ
湖
と
箱
根

神
社
の
赤
い
鳥
居
の

景
観
を
見
お
ろ
す
高

台
に
建
つ
美
術
館
は
、

新
国
技
館
を
手
が
け

た
建
築
家
・
今
里
隆

の
設
計
に
よ
る
も
の

で
、
現
代
的
な
和
風

建
築
で
あ
る
」
と
。

　
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
で

は
、
総
長
50
ｍ
に
も

及
ぶ
１
面
ガ
ラ
ス
張

り
の
窓
か
ら
、
箱
根
・

芦
ノ
湖
の
大
パ
ノ
ラ

マ
を
見
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
眺

め
は
ま
さ
に
一
幅
の

絵
の
よ
う
で
、
美
術

館
鑑
賞
後
、
さ
ら
な

る
感
動
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
柳
沢
正
人

氏
の
「
悠
久
の
刻
・

千
変
万
化
」
の
展
示
。

世
界
各
国
の
歴
史
的

建
造
物
や
自
然
遺
産

な
ど
の
大
き
い
絵
画

の
展
示
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
照
山
さ
ん
は
「
川

口
市
に
も
美
術
館
を

造
る
か
？
」
と
笑
っ

て
い
ま
し
た
。

　
写
真
左
か
ら
私
、

照
山
さ
ん
、
当
館
支

配
人
の
金
川
勝
則
さ

ん
。　
　
　
編
集
子

　
次
号
は
５
月
18
日

（
水
）
発
行
で
す
。

大
野
芽
久
美
さ
ん

（
50
）
◇
会
社
員
◇
入

団
の
動
機
「
地
域
に

貢
献
し
た
く
入
団
し

ま
し
た
」◇
抱
負「
地

域
の
安
全
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
」
◇
家

族
「
主
人
と
小
桜
イ

ン
コ
」

田
中
伸
太
郎
さ
ん

（
47
）
◇
自
営
◇
入
団

の
動
機
「
同
級
生
の

飯
塚
市
議
に
進
め
ら

れ
て
」
◇
抱
負
「
地

域
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
」
◇
家
族
「
妻

と
子
供
２
人
」

川
島
剛
さ
ん
（
47
）

◇
建
築
業
◇
入
団
の

動
機
「
地
元
や
地
域

に
貢
献
し
た
い
か
ら
」

◇
抱
負
「
頑
張
り
ま

す
」
◇
家
族
「
妻
と

子
供
３
人
」

田
中
龍
弥
さ
ん

（
21
）
◇
大
学
生
◇
入

団
の
動
機
「
育
っ
て

き
た
地
域
に
貢
献
す

る
た
め
」◇
抱
負「
精

一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
」

◇
家
族
「
両
親
と
姉
」

　
　
　
（
順
不
同
）

　
激
励
に
駆
け
付
け

た
、
飯
塚
孝
行
市
議

会
議
員
は
「
地
域
の

安
寧
を
願
っ
て
入
団

い
た
だ
き
、
私
か
ら

も
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
安
心
安

全
な
街
づ
く
り
の
た

め
ご
尽
力
く
だ
さ
い
」

と
。


